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専門職学位課程における教職経験を有する者に係る実習単位の免除について

専門職学位課程の在学生のうち、教育実践等の経験及び教員経験年数が一定の基準を満たす学

生については、実習の一部を履修免除する制度があります。実習の一部の履修免除を希望する学

生は、下記により申請を行ってください。

なお、教職大学院１年制プログラム履修学生は、入学試験時に審査し免除を決定しているため、

申請不要です。

１ 申請対象者

申請時において、小学校等の教員※としての実務経験を10年以上有し、かつ、次のいずれか

に該当する実務経験を有する学生

(1) 教務その他の教育に関する業務についての連絡調整及び指導助言に当たり、教育業務連絡

指導手当の支給を受ける主任又はこれに準ずる者としての合わせて２年以上の実務経験

(2) 校長、園長、副校長、副園長、教頭、主幹教諭、指導教諭、指導主事、管理主事又はこれ

に準ずる者としての１年以上の実務経験

※小学校等の教員とは

ア 幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の

校長、園長、副校長、副園長、教頭、主幹教諭、指導教諭、教諭、助教諭、養護教諭、

養護助教諭、栄養教諭及び講師（常勤の者に限る。）のいずれかの職

イ 幼保連携型認定こども園の園長、副園長、教頭、主幹保育教諭、指導保育教諭、保育教

諭、助保育教諭、主幹養護教諭、養護教諭、養護助教諭、主幹栄養教諭、栄養教諭及び

講師（保育教諭に準ずる職務に従事するものに限る。）のいずれかの職

２ 申請対象科目

実習の一部履修免除の対象科目は、次のいずれかの実習科目となります。

領域・分野 履修免除対象科目 免除単位数

① ②及び③以外 学校支援フィールドワークⅠ（現職）

学校支援フィールドワークⅡ（現職）

② 特別支援教育 学校支援フィールドワークⅠ（特別支援教育）（現職）

学校支援フィールドワークⅡ（特別支援教育）（現職）

③ 学校ヘルスケア 学校支援フィールドワークⅠ（現職） ２科目

学校支援フィールドワークⅡ（現職） 合計６単位

学校支援フィールドワークⅠ（養護）（現職）

学校支援フィールドワークⅡ（養護）（現職）

学校支援フィールドワークⅠ（栄養）（現職）

学校支援フィールドワークⅡ（栄養）（現職）

３ 申請期限・提出先

(1) 申請期限

アドバイザー承認後、実習科目を受講する年度の５月10日（土日祝祭日の場合、翌営業日）

正午まで
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＜参考：申請年度＞

・遠隔教育活用修学プログラム履修学生：２年次以降の学校実習を実施する年度

・その他の現職教員学生等 ：１年次

(2) 申請書類提出先

教務課 学校実習チーム

〒943-8512 上越市山屋敷町１番地

４ 申請書類

(1) 専門職学位課程実習科目単位免除申請書（別記第１号様式）

(2) 在職期間証明書（別記第２号様式）※1、※3

(3) 主任等としての在職期間・職務内容に関する証明書（別記第３号様式）※3

(4) 教育実践レポート（別記第４号様式）※2

※1 本学入学試験の出願時に提出している場合は不要

※2 教職等の実務経験について振り返り、直面する課題やその背景を考察して、これまでどのような課題

にどのように取り組み、どのような知見を得たか、次の３つの内容を含め、4,000 字程度で記述する。

①学習指導について、②生徒指導、学級経営等について、③主任等としての実務について

※3 様式内の表は、必要に応じて行を追加し、記載してください。

◆申請書類は、Googleドライブからダウンロードしてください。

【保存先】

共有アイテム→［FS］全学共有→16_学校実習関係→02_実習単位免除申請書類

https://drive.google.com/drive/u/0/folders/1dYVa5U9VTc0YBQd6IpXX8Sa9_3Pqg9Xr

５ 審査

申請に基づき、本学教務委員会において審査します。

６ 実習単位免除に係る主なスケジュール

・４月末 履修登録期限（免除申請する場合も実習科目の履修登録を必ず行うこと）

・５月10日正午 申請期限（遠隔教育活用修学プログラム履修学生は２年次以降の学校実習を

実施する年度の同日まで）

・５月中旬～ 教務委員会による審査・決定

６月中旬

・６月下旬 申請学生へ審査結果通知

７ 問い合わせ先

教務課 学校実習チーム

電話：025-521-3276 メール：zissyuu@juen.ac.jp


